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笑顔を運ぶハート型の女神
“ジュノハート”が待望のデビュー
笑顔を運ぶハート型の女神
“ジュノハート”が待望のデビュー

主な内容

統合庁舎実施設計が完成
ジュノハート待望のデビュー
プレミアム付商品券を販売
ズームインなんぶ   
歴史発見「なんぶがく」
町のお祭り情報

青森県独自のサクランボの新品種「ジュノハート」が、６月 29日に県内を中心に販売され、大きさ
（３Ｌ～４Ｌ）、形（ハート型）、味（高い糖度）に大きな反響がありました。（関連４ページ）
【写真＝学校給食で提供されたジュノハートを味わう子どもたち】
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　敷地面積は 18,887㎡で、来庁者、公用車、
職員、近隣の施設利用者用を含め、231 台
の駐車が可能です。
　庁舎へは、前面の県道信号機交差点のほ
か、連絡道路として整備する西側の町道か
らも進入できます。
　庁舎は建設地の中央部に配置し、西側の
公民館を土間空間の回廊でつなぎます。庁
舎前面は町民広場とし、防災広場の役割も
備えます。
　庁舎裏側に駐車場、車庫・倉庫を配置し
ます。
　現在、県道沿いにあるバス停留所は庁舎
敷地内に移設します。

　地質調査の結果に基づく建物の基礎強度
の見直しや、建築工事費の積算に用いる建
設資材及び労務単価の上昇などを踏まえた
結果、概算の建設費は約 25 億 9,500 万円
となりました。
　この事業費には、町の負担が３分の１程
度に軽減される有利な借入金である「合併
特例債」を活用することとしています。

３．事業費

２．配置計画

・建 設 地  /  南部町大字平字広場 28 － 1 ほか
・敷地面積  /  18,887㎡
・延床面積  /  庁舎：4,856㎡、 （仮） 公 民 館：1,422㎡、計 6,278㎡
・構造種別  /  庁舎：鉄骨造３階 制振構 造、（仮）公民館：鉄骨造平屋 耐震構造

区分 建設費
庁 舎 19 億 1,700 万円　

（仮）公民館 6 億 7,800 万円　
合計（概算） 約 25 億 9,500 万円　

※ 設計費、外構工事費、備品購入費等を除く。

外観パース
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　新たな行政サービスの拠点となる南部町統合庁舎の実施設計が完成し
ました。
　町では、平成 29 年度に基本計画を策定後、町民や専門家の意見を聞
きながら検討を行い、「地域がつながり、町民がつながる、集う “ なが
く愛される庁舎 ” を目指して」をコンセプトに設計作業を進めてきまし
た。
　このたび、詳細な設計を取りまとめた実施設計が完成しましたので、
その概要をお知らせします。今後は、この実施設計に基づき、令和３年
３月末までの完成を目指して、まもなく工事に着手する予定です。　　
　詳細は町ホームページでお知らせします。
※本文中では、仮称・公民館を公民館と記載しています。

南部町統合庁舎
実施設計が完成しました

　新庁舎の延床面積は 4,856㎡、併設する公民館を含めると 6,278㎡となります。この面積は、現在、町
内に分散している各組織を統合した際に必要となる広さで、集約される職員数を基に計算しています。
　耐震性能では、庁舎は制震構造、公民館は耐震構造を採用します。制振構造は地震時に建物の揺れを制
御し、柱や梁の損傷を軽減するもので、建物の長寿命化に貢献します。
　新庁舎は利用頻度の高い窓口を低層階へ集約した課の配置としています。
　防災・災害対応拠点として、自家発電設備や災害対策本部室、一時避難所として活用可能な多機能ホー
ルを整備します。庁舎前の町民広場は、災害時に炊き出しや物資の搬入車両が乗り入れ可能で、庁舎内外
を一体的に利用できる施設としています。

１．実施設計の概要

土間空間（庁舎と公民館をつなぐ廊下） 多機能ホール（公民館）

議 場

・建 設 地  /  南部町大字平字広場 28 － 1 ほか
・敷地面積  /  18,887㎡
・延床面積  /  庁舎：4,856㎡、 （仮） 公 民 館：1,422㎡、計 6,278㎡
・構造種別  /  庁舎：鉄骨造３階 制振構 造、（仮）公民館：鉄骨造平屋 耐震構造

内観パース
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　南部町さくらんぼ狩りが６月 22 日から７月 21 日ま
で開催され、町内 34 か所の農園では、家族連れやツアー
客で賑わいました。
　６月 25 日のさくらんぼ狩りセレモニーでは、南部町
フルーツ狩り実行委員長の川守田義雄会長が「訪れた方
が十分に満足いただけると確信している」とあいさつし、
作柄の良さを PR しました。
　また、７月 14 日には「ジャックドまつり」において「さ
くらんぼ種飛ばし大会」が行われ、参加者は、食べて美
味しい、飛ばして楽しいさくらんぼの魅力を堪能。体を
反らしたり、助走するなどの一生懸命な姿に、会場から
は盛んな拍手や声援が贈られていました。

全力でさくらんぼの種を
飛ばす参加者

食べて美味しい、飛ばして楽しい！
～南部町さくらんぼ狩り～

さくらんぼ種飛ばし
大会結果
【優勝者名敬称略】

●子供の部　優勝
　上野 偉央（八戸市）
　６m00cm
●女性の部　優勝
　久保田 啓美（椛木 )
　７m20cm
●男性の部　優勝
　小野 博史（八戸市）
　10m50cm
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親子給食でジュノハートを味わう児童 販売初日、開店とともに賑わう店内
（なんぶぶるさと物産館）

ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
待
望
の
デ
ビ
ュ
ー 

大
き
さ
、
形（
ハ
ー
ト
型
）に
大
き
な
反
響

　ジュノハートへの期待の高さ
を実感し、大変嬉しく思います。
　多くの収量が見込める来年度
が南部町ブランドを広める、勝
負の年になると思います。　
　長年にわたり大切に育んでき
た新品種で、全国に大きなイン
パクトを与えていきたいです。

「ジュノハート」ブランド化推進委員会
山本 又一 委員長

販売１年目を終えて



広報なんぶちょう　８月号5

問合せ　健康福祉課（健康センター）　☎ 0178 − 60 − 7101

　Ｊアラート ( 全国瞬時警報システム ) を使用
した情報伝達試験を行います。
　訓練当日は、防災行政無線から実際に試験放
送が流れますので、ご理解とご協力をお願いし
ます。
日時　８月 28 日（水）11 時頃
※気象状況などにより訓練を中止する場合があ

ります。

問合せ　総務課（本庁舎）☎ 0178 − 84 − 2111

　学務課では、昨年、保護者の協力により学校
統廃合についてのアンケートを行いました。
　この結果を以下の日程で行う説明会において
報告します。
　どなたでも参加できますので、ご都合の良い
会場へご来場ください。

いずれの開催日も説明会開始時間は 19 時～
問合せ　学務課（南部分庁舎）
　　　　☎ 0179 − 34 − 2587

Ｊアラート配信訓練 学校統廃合アンケート説明会

　10 月 1 日から予定されている消費税・地方消費税率の 10％への引き上げによる影響緩和措置として、低所
得者・子育て世帯を対象としたプレミアム付商品券を販売します。

販売期間　９月24日（火）～令和2年 2月 28日（金）
　　　　　詳細は、購入引換券送付の際にお知らせします。

購入限度額　対象者（子育て世帯は対象児童）1 人につき20,000円（25,000円分の商品券）

　　　　　　商品券の購入には、町が発行する「購入引換券」が必要となります。

プレミアム付商品券を販売

（対象）次のいずれかに該当する方

①令和元年６月１日に南部町に住民登録があり、平成28年４月２日以降に生まれた子がいる世帯の世帯主

②令和元年７月31日に南部町に住民登録があり、令和元年６月２日以降に生まれた子がいる世帯の世帯主

③令和元年９月30日に南部町に住民登録があり、令和元年８月１日以降に生まれた子がいる世帯の世帯主

●９月中旬から順次対象者へ購入引換券を送付します。

申請手続　不要子育て世帯の世帯主

（対象）平成31年1月1日に南部町に住民登録があり、平成31年度住民税が非課税の方

　　※住民税が課税されている方と生計を同じくする配偶者や扶養親族、生活保護受給者などは対象外です。

　　※平成31年度住民税の申告が済んでいない方は、税務課で申告をした上で、健康福祉課へお問い合わ

せください。

（申請方法）対象と見込まれる方へ購入引換券の交付申請書を送付します。申請書に記載された内容および

必要事項を記入し、同封の返信用封筒で返送してください。内容を審査した上で、９月中旬から順次購

入引換券を送付します。

住民税が非課税の方 申請手続　必要

Ｊアラートとは ･･･震度５以上の緊急地震速報や
武力攻撃などの情報を、国が人口衛星を通じ
て、防災行政無線で皆さんにお伝えするシステ
ムです。

開催日 場所
８月 ５ 日（月） 南部公民館
８月 ７ 日（水） ゆとりあ
８月 ９ 日（金） 剣吉公民館
８月 19 日（月） あけぼの研修センター
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　６月 30 日、青森県南スポーツウェルネス吹矢大
会が名川Ｂ＆Ｇ海洋センターで行われ、青森県内の
スポーツ吹矢協会７支部から80人が参加しました。
　スポーツ吹矢は、胸式と腹式を使って瞬間的に強
い呼吸をするのが特徴で、心身の健康効果も期待さ
れるニュースポーツ。熟練度に応じて３クラスに分
かれた個人戦と団体戦で競い合われ、参加者は集中
力を高め鋭く的を射抜いていました。

スポーツ吹矢大会

　創立 50 周年を迎えた社会奉仕団体の南部ロータ
リークラブは６月 29 日、楽楽ホールで記念式典を
開催しました。
　県内のロータリークラブ会員をはじめとした関係
者ら 120 人が参加した式典では、ロータリーソン
グ「奉仕の理想」の斉唱や同クラブ歴代の会長の表
彰などが行われ、節目を祝いました。その後、観光
農園でさくらんぼ狩りを行い、参加者は親睦を深め
ながら、クラブ活動の一層の充実を誓っていました。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　犯罪や非行のない安全で安心な地域社会を築く取
り組み「社会を明るくする運動」の内閣総理大臣・
青森県知事のメッセージ伝達式が７月５日、役場本
庁舎前で行われました。
　式では、八戸地区保護司会三戸分会の山口裕貢会
長がメッセージを伝達。「仕事や居場所を確保する
ことなどで、立ち直ることができる社会づくりが重
要である」と訴えました。
　また保護団体の代表者らは、横断幕や旗を持ちな
がら運動への協力を呼びかけました。

　６月 25 日、さくらんぼ盗難防止パトロール出動
式がふるさと運動公園駐車場で行われ、参加した三
戸警察署員、町防犯協会や三戸地区防犯指導隊南部
支隊のメンバーらが被害防止に気を引き締めました。
　式では、三戸地区防犯指導隊南部支隊の土屋昌夫
支隊長が「生産者が精魂込めて育てたさくらんぼを
盗難から守っていく」と決意表明し、出動を宣言。
その後、観光農園に向かい盗難防止用立て看板を設
置して、園内を巡回しました。

さくらんぼ盗難防止パトロール出動式 心を一つにロータリーソングを斉唱
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　剣吉小学校（坂本晴美校長）の６年生は、町内の
魅力や見所をパンフレットにまとめ、７月４日に役
場本庁舎を訪れ、佐々木副町長に報告しました。
　報告会では、郷土の歴史や町特産果物などをテー
マに、３グループに分かれて発表しました。
　修学旅行で訪れる函館市内で、パンフレットの配
布を計画しており、児童たちは「町の魅力を伝え、
函館の人たちに遊びに来てもらいたい」と意気込み
を話しました。

町の魅力をパンフレットにまとめ

修学旅行先でＰＲ

三
戸
郡
内
で
初
の

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
終
身
審
判
員
に

　ソフトボール審判員を 40 年以上にわたり務めて
きた八木田清行さん（片岸）が、三戸郡内では初め
てとなる終身審判員に認定され、７月４日、役場本
庁舎を訪れ工藤町長に報告しました。
　現在 74 歳の八木田さんは「公平・公正のフェア
プレイの信念を貫いてきました。これからは終身審
判員としての誇りを胸に、１年でも長く現役を続け
ていきたい」と話し、工藤町長は「体調管理に気を
つけながら、ますますの活躍を期待します」と激励
しました。

人権の花を育てよう

地
域
の
医
療
と
介
護
を

考
え
る
セ
ミ
ナ
ー

　協力することや命の大切さを身に付け、優しい思
いやりの心を育てることを目的にした人権の花を育
てる「人権の花運動」が、５月 11 日から６月 13
日の間に、町内の小学校８校で行われ、各校の児童
たちが花植えを行いました。
　マリーゴールドやサルビアなどの花は大事に育て
られ学校を彩っています。

　町では７月７日、町民ホール「楽楽ホール」を会
場に「地域の医療と介護を考えるセミナー」を開催
し、約 150 人の参加者が、支え合いの地域づくり
の大切さなどについて理解を深めました。
　セミナーでは、十和田市立市民病院の竹内淳子先
生が寸劇を交えながら認知症の知識や対応方法を分
かりやすく解説したほか、昨年に引き続き、内閣府
地域活性化伝道師の志村尚一氏が、医療や介護の問
題のほか、近所での助け合いの必要性を訴えていま
した。
　参加者からは「人と人とのつながりの大切さを改
めて感じた」「必ず訪れる超高齢社会に向け、自分
ができることは何かを考えさせられた」などといっ
た感想が寄せられ、地域の中で自らが動き出さなけ
ればならないという意識が芽生えていました。

事例を紹介しながら、近所同士のつながりが
大切と話す志村氏

南
部
小
学
校
（
参
加
児
童
８
人
）

開
催
日　
５
月
21
日

福
地
小
学
校
（
参
加
児
童
70
人
）

開
催
日　
６
月
13
日



子育て通信
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　子育て支援センターは、幼稚園や保育園に通っていない
子どもなら、だれでも参加できます。
　子育て相談や園庭の開放、絵本やビデオを貸し出してい
ますので、気軽にご利用ください。

検査項目別の ｢異常あり｣ の割合（上位）
１　血液一般（多血・貧血）：42.7%
２　脂質異常：24.8%
３　糖代謝異常：24.0%
４　血圧異常：21.0%

１歳６か月児健康診査　実施日：８月 ８日（木）　対象H29.12月 ～H30.１月生まれ    受付12時15分～12時45分
２歳児歯科健康診査　　実施日：８月22日（木）　対象H28.12月 ～H29.２月生まれ    受付12時15分～12時45分
４歳児健康相談　　　　実施日：８月27日（火）　対象H26.12月 ～H27.１月生まれ    受付13時00分～13時30分

おいでよ！子育て支援センター

※実施している予防接種の中で、予約が必要なものを記載しています。それ以外のものは、予約なしで受けられます。

医療機関名 曜日・受付時間 予約 その他
南部町医療センター 毎週　月・金曜日　 13時～13時20分 ポリオ・MR・日本脳炎 BCG は、8月19日、9月9日
南部病院 毎週　水曜日　　　 13時～13時30分 全種類 BCG は行っていません。

川守田外科胃腸科 月・火・水・金曜日   9時～11時　15時～17時
木・土曜日　　　　   9時～11時 全種類 BCG は、8月7日、9月11日

かわむら内科クリニック
月・火・木・金曜日   9時～11時30分　
　　　　　　　　　 14時～17時30分
水・土曜日　　　　   9時～11時30分

ポリオ

はらだクリニック 月・水・金曜日　　   9時～12時　15時～17時
火・木・土曜日　　   9時～12時 B 型肝炎・ポリオ

スワンクリニック 月・水曜日　   　　    9時～11時
金曜日　　　　　　   9時～11時　14時～17時 全種類

乳幼児予防接種

乳幼児健康診査、乳幼児健康相談

実施している予防接種：Ｂ型肝炎・Hib・小児用肺炎球菌・四種混合・ＢＣＧ・ＭＲ・水痘・日本脳炎・ポリオ

実施場所：南部町健康センター　問合せ：健康福祉課（健康センター）☎ 0178 − 60 − 7100

福地保育園	 ☎ 0178− 51− 9756

わくわくひろば（体験活動）
金曜日／９時30分～11時

８月９日　砂あそび
８月23日　お誕生会
８月30日　リズムあそび＆保健
師さんによるお話（おやつの摂
り方について）
９月６日　運動あそび

つどいのひろば（自由活動）
水曜日／９時30分～11時

８月７・21・28日
９月４日

子育てサークル にこちゃんクラブ
月曜日／10時～12時

８月５・19・26日
９月２日

なんぶ保育園	 ☎ 0179 −23− 0505

こすもすクラブ（体験活動）
水曜日／９時～12時

８月21日　お誕生会
８月28日　シャボン玉あそび

サークルちびこす（自由活動）
火・木曜日／９時～14時

８月20・22・27・29日

チェリー保育園	 ☎ 0178− 51− 8585

ぴっぴクラブ（体験活動）
木曜日／９時～11時

８月22日　ホールの遊具で遊ぼう
８月29日　誕生茶話会
　　　　　 絵本読み聞かせ
９月 ５日　シール遊び

ぬくぬく（自由活動）
月・水曜日／９時30分～11時

８月 19・21・26・28 日
９月２・４日

　また、今年度の結果から、時々あるいは毎
日朝食を食べない人は、中学 1 年生で 9.3%、
2 年生で 21.1% となっています。
　朝食を食べないと血糖値が低いまま脳の働
きが活発にならず、午前の授業への集中力低
下や勉強の能率低下等の影響が心配されます。
　また、その日の昼食や夕食後の血糖値の急
な上昇を招き、血糖値や中性脂肪等の数値も
悪影響を与えます。朝食を食べる時間を確保
するように早寝早起きにも気をつけましょう。
問合せ　健康福祉課（健康センター）
　　　　☎ 0178 － 60 － 7100

　町では、若い世代の生活習慣病予防に取り
組んでおり、中学 1・2 年生を対象に血液検
査と血圧測定を実施しています。

総合判定
〇「異常なし」
　　27.5%
● ｢異常あり｣
　　72.5％

平成31年度若年生活習慣病予防健康診査結果

～若年生活習慣病予防健康診査～
中学生の７割が異常判定

要医療 4.2％

経過観察
35.1％

軽度異常
33.2％

異常なし
27.5％
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【1日平均純アルコールで20g（女性は10ｇ）】
　〇ビール換算・・・500ml 缶1本分、
　〇日本酒・・・1合分
　〇酎ハイ・・・350ml 缶1本分
　※適量には個人差がありますので、自分の適量を

知り、お酒と上手に付き合いましょう。
　※生活習慣病等の治療をしている方は、主治医の

指示を守ることが大切です。

・普段の飲酒量より少しでも減らして飲むようにする
・週１回以上お酒を飲まない日を設ける
・お酒のストックを家に置かない
・薄めて飲む
・お酒以外のストレス
　対処法を身につける

　「軽く一服」の煙には、少なくとも70種類以上の発がん性物質をはじめ、ニコチン、一酸化炭素等、数多くの
有害物質が含まれています。それらの有害物質は、喫煙者本人の循環器・呼吸器疾患、生活習慣病、がん等の発
症率を上げるだけではなく、受動喫煙により周囲への健康被害をもたらす可能性があります。また、たばこを吸
う人の死亡率は吸ったことがない人と比べて、平均して男性では1.6倍、女性では1.9倍高いことが国立がん研究
センターの研究でわかっています。　　　　　　
　禁煙外来を利用すると比較的楽に、より確実に禁煙にチャレンジすることができます。禁煙したいと思ってい
るけどなかなか取り組めないという方も、この機会に利用してみてはいかがでしょうか。また、禁煙補助剤を使
う方法もありますので、お近くの薬局にご相談ください。

　風しんの感染拡大防止のため、これまでに公的に風しんの予防接種を受ける機会がなかった世代の男性を
対象に、風しんの抗体検査と風しんの予防接種を実施します。
　対象者には、受診に必要な「クーポン券」が送付されますので、この機会にまずは抗体検査を受け、検査
の結果、十分な量の抗体がなかった方は予防接種を受けましょう。
対象者及びクーポン券送付時期
　○昭和47年４月２日～昭和54年４月１日生まれの男性→今年度（８月中に）「クーポン券」を送付予定
　○昭和37年４月２日～昭和47年４月１日生まれの男性→来年度以降に「クーポン券」を送付予定
　※今年度中に検査を希望する場合は、健康福祉課（☎0178－60－7100）へご連絡ください。
検査等費用　クーポン券の使用により、無料。
実施期間　令和４年３月まで
問合せ　健康福祉課（健康センター）☎0178－60－7100

町内の「禁煙治療」実施医療機関
南部病院、かわむら内科クリニック、川守田外科胃腸科、はらだクリニック
※診療時間など詳しいことは各医療機関にお問い合わせください。

「すこやか南部」通信　パート 3 問合せ　健康福祉課（健康センター）
　　　　☎ 0178 － 60 － 7100

今月のテーマ：「飲酒・喫煙」

節度ある適度な飲酒を心がけましょう
　お酒は「百薬の長」といわれますが、飲み過ぎると体中に様々な影響を及ぼします。長期の多量飲酒は、糖尿
病や痛風、肝機能障害、がん、アルコール依存症、認知症等の様々な発症リスクを高めます。

禁煙にチャレンジしてみませんか？

適度な飲酒量 飲酒量をコントロールする工夫

成人男性の風しん抗体検査・予防接種を実施します
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９月２４日（火）～令和２年３月３０日（月）

　県では、従業員の健康管理を経営的視点から考え、戦略的に実践する「健康経営 ®」に取り組む県内事業所を
「青森県健康経営事業所」として認定する「青森県健康経営認定制度」を実施しています。令和元年5月24日現在、

173の事業所が認定されています。

※「健康経営 ®」は、ＮＰＯ法人健康経営研究会の登録商標です。

また、認定の必須要件として定めている「健康づくり担当者養成研修」を以下の日程で実施します。

★入札参加資格申請時の加点
★求人票での健康経営事業所である旨の表示
★県内金融機関による低融資

 認定事業所のメリット

開催日 受講申込期日 開催時間 開催場所
9 月 27 日（金） 9 月 13 日（金） 9 時 40 分～ 16 時 30 分 八戸市福祉公民館

健康づくりについて
考えてみませんか？

「青森県健康経営認定制度」のお知らせ

参加料  3,000 円（昼食時には、健康弁当を試食していただきます。）
研修についての申込み・問合せ
　青森県医師会 健やか力推進センター　☎ 017 － 763 － 5590
　健やか力推進センターホームページ　（ＵＲＬ：http://www.aomori.med.or.jp/common/sukoyaka.html）
認定要件などの制度についての問合せ　
　県がん・生活習慣病対策課　☎ 017 － 734 － 9212　　
　県ホームページのサイト内で 青森県健康経営認定制度 を検索　

　県道名川階上線の道路改良工事として、「剣吉踏切」を工事することになりました。
　工事に伴い、剣吉踏切は歩行者、車両とも全面通行止めになります。迂回路については下記に示す経路
にて、通行をお願いします。

「剣吉踏切」全面通行止めのお知らせ

【問合せ】三八地域県民局　地域整備部　道路施設課　☎ 0178－27－5399

迂回路

剣吉踏切

福地第 2 分団屯所

長坂下
公園

馬淵川

森越団地

剣吉公民館

森越
公民館

名久井
農業高校

チェリー
保育園

剣吉駅

名
久
井
橋

名
久
井
橋

福
田
大
橋

福
田
大
橋

至  八戸→至  八戸→国道104号国道104号

国道 4 号国道 4 号 剣
吉
橋

剣
吉
橋
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【問合せ】三八地域県民局　地域整備部　道路施設課　☎ 0178 － 27 － 5191

農業者年金に加入しませんか

農地を相続された方へお願い

　農業者年金制度は、農業者の老後生活の安定
および福祉の向上を図るとともに、農業の担い
手を確保することを目的とした年金制度です。
安心した将来の生活を送るためにも、農業者年
金に加入しませんか。

　農地の相続手続きがなされていないと、持ち主へ連絡がつかないことがあります。
　農地の適正管理のために、農地の相続手続きをお願いします。

　県道浅水南部線手倉橋ずい道は現在補修工
事を実施していますが、施工中にトンネル上
部に空洞が見つかり、追加工事が必要になっ
たことから、通行止め期間を延長します。
　ご不便をおかけしますがご理解とご協力を
お願いします。

１、６０歳未満

２、年間６０日以上農業に従事

３、国民年金第１号被保険者

【問合せ】　・農業委員会事務局（南部分庁舎）　☎ 0179 － 34 － 3357
　　　　　・JA 八戸（福地支店☎ 0178 － 84 － 2222・名川支店☎ 0178 － 76 － 2211・南部支店☎ 0179 － 23 － 3267）

【問合せ】農業委員会事務局（南部分庁舎）　☎ 0179 － 34 － 3357

年金は生涯支給されます。仮に80歳前に亡くなられ
た場合でも80歳までの分は遺族に支給されます。

保険料の額は自分で（月額２万円～６万７千円）
決めることができ、いつでも見直せます。

支払った保険料の全額が社会保険料控除の対象と
なり、節税に繋がります。受け取る年金も控除対
象です。

・相続した農地のある市町村の農業委員会に、届
出をお願いします。

・手続きは、相続された方が農業委員会へ認印と
権利取得の分かる書類を持参し、届出書に必要
事項を記入の上、提出してください。

認定農業者などで、青色申告をしているなど、農
業の担い手となる場合、国から月額最高１万円の
保険料補助があります。

・相続登記とは、土地所有者の名義を変更するこ
とです。

・相続登記の手続きが完了しない限り、登記簿上
の所有者は故人のままとなります。

３つの要件を満たせば、どなたでも加入できます

しっかり積み立て、
安心で豊かな老後のために

農地の適正管理と
荒廃化防止のために

農業委員会への届出

全面通行止め期間

法務局への相続登記

手倉橋ずい道　全面通行止め期間延長のお知らせ

　令和２年３月末日まで
※工事の進捗により、規制期間が前後す

る可能性があります。

手倉橋ずい道
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。

文
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史
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対
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布
施
和
洋

載
連
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歴

見
発
史
歴

其の十

「
な
ん
ぶ
が
く
」

柱の痕跡
（東北最大の建物跡）

東
北
最
大
の
建
物
の
出
現
！

戦
国
大
名
と
な
っ
た
南
部
氏

聖寿寺館跡『御城印』発売
南部「御城印」プロジェクト

―南部氏関連自治体が結集！―
　南部町では聖寿寺館跡のお城版御朱印として、「御城印」を製作し、
７月13日から史跡聖寿寺館跡案内所で販売を開始しています。
　南部氏に関連する城館は南部町のほか、八戸市や鯵ヶ沢町、遠野市な
ど各地に所在することから、南部氏関連自治体が一同に結集し、共同で
それぞれの「御城印」を製作し、一斉に発売を開始しました。「御城印」
のデザインはそれぞれのお城の特徴を活かした内容となっています。
　当町の聖寿寺館跡「御城印」は弘前市在住の書道家 中堂佳音氏の書
を、南部町出身のデザイナー上山保栄氏がデザインし、聖寿寺館を築城
したと推定される13代南部守行の肖像画に描かれた南部氏の家紋「向
鶴」があしらわれています。
　聖寿寺館跡の「御城印」は一枚300円で販売され、売り上げは、国重
要文化財南部利康霊屋等文化財の保存管理に使われる予定です。

参加
自治体

国史跡聖寿寺館跡（南部町）、町史跡三戸城跡（三戸町）
国史跡根城跡（八戸市）、国史跡種里城跡（鯵ヶ沢町）
国史跡九戸城跡（二戸市）、市史跡久慈城（久慈市）
鍋倉城（遠野市）

問合せ　史跡聖寿寺館跡案内所
　　　　☎ 0179－23－4711
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町の学校紹介　～各校の特色ある教育～

杉沢小学校

　本校では、全校たてわり班で、様々な活動に取り組
んでいます。その活動の中で上学年には、今まで先輩
にしてもらったことを今度は後輩のために自分たちが
しようとする態度が見られます。下学年は、そのよう
な上学年を憧れのまなざしで見つめています。少人数
だからこそ、相手を思いやる温かい心が育っていると
感じます。
　温かい心のつながりは、校内だけではありません。
小・中・学区民大運動会、小・中文化学習発表会、え
んぶりの指導、環境整備など、「学校のためなら」と
協力を惜しまない地域の皆様、OB や保護者など、た
くさんの方々に支えていただいております。
　このような、強い絆に包まれながら、杉沢小学校は
今年度明治 13 年３月の創立から数えて 140 年目を
迎えます。関係者の皆様と一緒に、これまでの杉沢小
と支えてくださった多くの皆様に感謝し、これからの
杉沢小に希望を託す式典にしていきたいと思います。

（式典 11 月 17 日）

名川中学校図書室１階（町民図書室）

図書室からのお知らせ
町民の皆さまはどなたでもご利用できます
休室日
※月曜日が祝日の場合は火曜日が休室

　 毎週月曜日

【問合せ】

　校長：石渡　保　　児童数：23 名

温かいつながりのなかで 140 年

全校での農園開き

小・中 ･ 学区民による大運動会

◆安楽死を遂げた日本人
◆１分音読「万葉集」
◆百花
◆パラレルワールド・ラブストーリー
◆悪党
◆ 82 年生まれ、キム・ジヨン
◆ぼっちとぽっち　くつしたのおはなし
◆ 5 分後に意外な結末
　アポロンの黄色い太陽

宮下　洋一　著
齋藤　　孝　著
川村　元気　著
東野　圭吾　著
薬丸　　岳　著
チョ ナムジュ　著
まつばらのりこ　著
桃戸　ハル　著

《今月の新刊》

狩猟道具の他、山菜
やマイタケの採り方、
調理法なども紹介さ
れています。最近注
目されている狩猟の
ハウツー本です。

バーコード（QR コード）の読
み取り機能付き携帯電話をお
持ちの方は、QR コードを読み
取ると、「図書蔵書検索システ
ム」にアクセスできます。
URL：http://www.lib-eye.
          net/nanbu/）

《おすすめセレクション》

モリさんの狩猟生活　かくまつとむ / 著

「図書蔵書検索システム」へのアクセス

QR コードは、
㈱ デ ン ソ ー
ウェーブの登
録商標です。
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南部町成人式 南部町議会議員一般選挙

投 票 日　９月２２日（日）

投票時間　７時～２０時

選挙期日の告示日　９月１７日（火）

厚生労働大臣認定・健康増進施設

バーデパークだより ☎ 0178－84－2850

臨時職員を募集します オリジナルかき氷を作ろう！

ヨガ教室 ～心と体もリラックス～

★今月の休館日 ８月 22 日（木）

下記の日程で成人式を行います

成人式実行委員を募集します

期日　令和２年１月 12 日（日）
時間　13 時～ 15 時（受付 12 時～ 12 時 50 分）
場所　町民ホール「楽楽ホール」
対象　平成11年４月２日から平成12年４月１日

生まれの現南部町在住者及び町内中学校卒業者

　式典の企画などを担当職員と一緒に行います。
今年の１月に行われた成人式では５人の新成人が
実行委員として式典の企画準備に関わりました。
対象　令和２年成人式に出席される新成人
定員　12名程度
申込方法　FAX または E-mail（akiba-shingo@town. 

aomori-nanbu.lg.jp）等で住所・氏名・電話番
号をお知らせください。

申込期限　８月30日（金）
問合せ　社会教育課（南部分庁舎）
　　　　TEL：0179－34－2132　FAX：0179－34－3127

立候補予定者説明会

　日時　８月８日（木）14 時
　場所　ゆとりあ　大ホール

立候補届出書類事前審査

　日時　８月 27 日（火）～８月 29 日（木）
　　　　９時～ 17 時
　場所　南部町役場本庁舎　２階小会議室

立候補届出受付

　日時　９月 17 日（火）８時 30 分～ 17 時
　場所　福地公民館　３階集会室

開票

　日時　９月 22 日（日）21 時
　場所　ゆとりあ　大ホール

問合せ
　選挙管理委員会（本庁舎）☎ 0178 － 84 － 2111

　令和元年９月 30 日に任期が満了する、南部町
議会議員一般選挙の日程をお知らせします。

開催日　8 月 19 日（月）、21 日（水）、23 日（金）
時間　15 時～ 17 時
場所　レストランかだぁる
参加費　1 人 500 円（税込）
　※氷、トッピング代込

日時　８月８日（木）、29 日 ( 木 )
　　　19 時～ 20 時 30 分
受講料　１回 1,000 円（税込）※入館料別途

業務内容
アイスアリーナ
維持管理

受付予約管理

募集人員 １人 ２人

就業期間
９月 1 日～翌年 3 月
末まで

10 月 1 日～翌年 3 月
末まで

勤務時間
８時～23時30分まで
のうち7時間30分勤務

８時～ 19 時までのう
ち 7 時間 30 分勤務

待遇 日給 6,200 円　社会保険有

応募資格
・元気でスポーツが好きな人
・土日祝祭日勤務ができる人

募集期間 定員に達するまで随時受付

申込み
履歴書（写真添付）を持参または郵送にて、バー
デパークまで提出してください。
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問合せ　青森県労働委員会事務局　
　　　　☎ 017－734－ 9832８月～ 10 月定例労働相談会

　国民年金保険料の納め忘れはありませんか。
　国民年金保険料を納めないままにしておくと、将来の老齢
基礎年金や障害・遺族年金などの年金が受けられないことが
あります。
　まだ納付していない方は、納付書をご用意のうえ金融機関、
郵便局、コンビニエンスストアの窓口で納付してください。
また、納め忘れがなく、納付の手間のかからない口座振替や
クレジットカードによる納付もできます。
　経済的な理由で国民年金を納めることが困難な方のため、
保険料の免除制度があります。学生にも納付が猶予される制
度がありますので、ご利用ください。
問合せ　▶八戸年金事務所国民年金課　☎ 0178 － 43 － 7369
　　　　▶住民生活課（南部分庁舎）　 ☎ 0179 － 34 － 2111

国民年金の納付はしっかりと

　個々の労働者と事業主との間に生じた労働問題（解雇・賃金引下げ・長時間労働・パワハラなど）についての
相談会を下記の日程で開催します。

対象者　県内の労働者、事業主
費用　無料
利用方法　随時受付（事前予約の受付け可）

開催日 時間 場所
 ８ 月 ６ 日（火） 13 時 30 分～ 15 時 30 分 青森県労働委員会（県庁国道側向かいみどり屋ビル７階）
 ９ 月 ３ 日（火） 13 時 30 分～ 15 時 30 分

青森県労働委員会（東奥日報新町ビル４階）
※９月から移転します

 ９ 月 ８ 日（日） 10 時 30 分～ 12 時 30 分
10 月 １ 日（火） 13 時 30 分～ 15 時 30 分
10 月 ６ 日（日） 10 時 30 分～ 12 時 30 分 弘前文化センター２階
10 月 20 日（日） 10 時 30 分～ 12 時 30 分 ユートリー４階
10 月 27 日（日） 10 時 30 分～ 12 時 30 分 青森県労働委員会（東奥日報新町ビル４階）

相談員　青森県労働委員会委員
※青森県労働委員会は労働問題について専門的な知識
　を持つ委員で構成される青森県の行政機関の一つ。

　創立 50 周年を迎えた南部ロータリークラブは、記念事業
の一環として新庁舎の整備に役立ててもらいたいとの願いを
込め、町へ 50 万円を寄付してくださいました。
　町では、令和３年３月末の完成を目指して建設事業を進め
ており、今後有効に活用させていただきます。

あたたかい善意に感謝
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アームレスリング大会を初開催！アームレスリング大会を初開催！
集まれ！力自慢

南部まつり＆なんぶサマーフェスティバル南部まつり＆なんぶサマーフェスティバル
８月11日（日）日時：

場所：すみやの河川公園特設会場 １２時スタ
ート！ ※雨天時

８月12日（月・祝）

第30回第40回

名川秋まつり名川秋まつり９月８日（日）～10日（火）

楽しいアトラクションが盛りだくさん！
●水鉄砲サバイバル　●お楽しみ抽選会 
●フワフワコーナー　他

12：00～　出店コーナー開店　　　
　　　　　わくわくランド開園　
15：00～　音楽祭
 （出演：向小・南部小・馬花道・南部中・まつりびと羈）

18：00～　坂本サトル ライブ
19：30～　なにゃどやら
20：00～　花火　4,200 発

わくわくランド

問合せ　商工観光課（本庁舎）
　　　　☎ 0178－ 84－2119

★受付 /12：00 ～ 13：00
★予選 /13：15 ～ 14：45
★決勝 /17：00 ～ 18：00

※雨天
　中止

参加クラス
●小学生の部
　（学年別）
●女子の部
　（未経験者）
●男子の部
　（未経験者）
●男子経験者の部
　（JAWA 登録選手）

場所
剣吉地区

名川中学校ブラスバンドパレード

名久井農業高校パレード 

神社関係行列  

山車合同・自由運行

消防パレード
幼年・少年消防クラブアトラクション
剣吉小、名久井小、名川南小パレード
盛岡大学さんさ踊り
山車自由運行

名川中学校ブラスバンドパレード

神社関係行列

稚児行列

山車合同・自由運行

お通り　
14：30 ～

中日　
14：00 ～

お還り　
14：30 ～

8日
（日）

9日
（月）

10日
（火）
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役立っています！ボートピアなんぶ交付金
「JOBPARK なんぶ～みんなで創る「まち」の未来～」を通して、子供たちを対

象に職場体験を行ったことにより、町内での就職を促進し地域振興に貢献でき
ました。（商工会青年部）
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9
FRI

10
SAT

11
SUN

12
MON

13
TUE

14
WED

15
THU

16
FRI

17
SAT

18
SUN

19
MON

20
TUE

21
WED

22
THU

23
FRI

24
SAT

25
SUN

26
MON

27
TUE

28
WED

29
THU

30
FRI

31
SAT

1
SUN

2
MON

3
TUE

デーレース ナイターレース

9  September8  August

びわこGⅠびわこ大賞

戸田一般戦

優勝した剣虎チーム

優　勝　剣　虎　　　チーム
準優勝　大　向　　　チーム
第三位　杉沢・駅前　チーム

総合優勝制「壮年ソフトボール大会」
　６月 30 日、総合優勝制「壮年ソフトボール大会」が
南部中学校グラウンドで開催され、参加した 11 チーム
が熱戦を繰り広げました。結果は以下のとおりです。

桐生 GⅢ
サッポロビールカップ

住之江一般戦

休
　
館
　
日

宮島一般戦

多摩川一般戦

常滑一般戦 尼崎GⅢ
オールレディース

戸田一般戦 津
一般戦 多摩川一般戦

尼崎GⅢ
女子 津GⅢオールレディース 児島

一般戦 宮島一般戦 浜名湖ＧⅡモー
ターボート大賞

多摩川
一般戦 戸田一般戦 浜名湖

一般戦 多摩川GⅢオールレディース

蒲郡 GⅠレディースチャンピオン 桐生一般戦
報知新聞社お盆レース

蒲郡
一般戦

桐生一般戦
清酒 赤城山 近藤酒造杯 大村SGボートレースメモリアル 桐生一般戦

マクール杯

若松一般戦 下関一般戦 住之江一般戦 大村
一般戦 大村一般戦 住之江一般戦 下関一般戦
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八
戸
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は

不
用
品
と
な
っ
た
備
品
を
修
理
・

再
生
し
て
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
再
生
品
を
抽
選
で
、
当
選

し
た
方
に
低
価
格
で
提
供
し
ま
す
。

申
込
期
間
　

　
８
月
17
日
（
土
）
～
25
日
（
日
）

申
込
方
法　

　
八
戸
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
に
備

え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

行政相談・人権相談
期日　９月５日（木）
時間　13 時～ 15 時
場所　福地公民館、剣吉公民館、
　　　南部公民館
問合せ△

行政相談は総務課（本庁舎）
　☎ 0178−84−2111△

人権相談は住民生活課（南部
分庁舎）☎ 0179−34−2509

９・10月の休日窓口開設日
期日　９月７日（土）、21 日（土）
　　　10 月５日（土）、19 日（土）
時間　８時 15分～ 12時
場所　住民生活課（南部分庁舎）
業務内容　住民票・印鑑証明書の

交付、印鑑登録
※平日は、当日16 時までの電話予

約で、18 時まで窓口の時間を延
長できます。業務内容は休日窓
口と同じです。

問合せ　住民生活課（南部分庁舎）
　　　　☎ 0179−34−2509

お知らせ
information

広告

南部町の人口と世帯数
（令和元年 7 月20日現在）

対先月比

人　口　　　　人
　男　　　　　人
　女　　　　　人
世帯数　　　　世帯

（　　）
（　　）
（　　）
（　　）

−29
−17
−12
＋1

18,012
8,559
9,453
7,458

　

南
部
町
精
神
障
害
者
家
族
会

「
ま
べ
ち
の
会
」
で
は
、
精
神
に

障
が
い
の
あ
る
方
の
家
族
が
集
ま

り
、
自
由
に
語
ら
い
交
流
し
て
い

ま
す
。

期
日　
８
月
17
日
（
土
）

時
間　
11
時
～
13
時
30
分

場
所　
南
部
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ  

　
健
康
福
祉
課（
健
康
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
０
１
７
８
・
60
・
７
１
０
０

※
電
話
申
込
み
、
代
理
申
込
み
は

で
き
ま
せ
ん
。

※
１
人
２
品
ま
で
申
込
み
で
き
ま

す
。

引
取
期
間　

　
８
月
31
日（
土
）～
９
月
８
日（
日
）

　
引
き
取
り
時
間
は
９
時
～
16
時

期
間
内
に
当
選
は
が
き
と
代
金
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

　
八
戸
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

　
☎
０
１
７
８
・
70
・
２
３
９
６

開
催
日
　

　
８
月
19
日
（
月
）

　
９
月
９
日
（
月
）・
24
日
（
火
）

時
間
　
　

　
13
時
30
分
～
18
時
30
分

　
（
最
終
受
付
18
時
）

場
所　
健
康
セ
ン
タ
ー
２
階　
運

動
指
導
室

内
容　

体
組
成
測
定
（
体
脂
肪
・

筋
肉
量
）、
血
管
年
齢
測
定
、

骨
密
度
測
定
、
血
圧
測
定
、
内

臓
脂
肪
量
測
定
、
保
健
師
・
栄

養
士
に
よ
る
健
康
相
談
、
運
動

器
具
体
験

※
要
予
約　
運
動
器
具
体
験
（
１

回
30
分
間
ま
で
）、
内
臓
脂
肪

量
測
定
（
対
象
年
齢
20
～
74
歳

15
時
～
18
時
）。

※「
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
」の
対
象
で

す
の
で
、
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。（
２
回
ま
で

ポ
イ
ン
ト
を
付
与
で
き
ま
す
）

問
合
せ
　

　
健
康
福
祉
課（
健
康
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
０
１
７
８
・
60
・
７
１
０
０

　

な
ん
ぶ
読
み
聞
か
せ
の
会
の
皆

さ
ん
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
で
す
。

　

未
就
学
の
お
子
さ
ん
は
保
護
者

同
伴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日　
８
月
25
日
（
日
）

時
間　
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
名
川
中
学
校
図
書
室
１
階

　

町
民
図
書
室

問
合
せ　
名
川
中
学
校
図
書
室

　

☎
０
１
７
８
・
76
・
３
１
２
１

開催案内

語
ら
い
の
会

開催案内

お
は
な
し
会

開催案内

達
者
de
健
康
相
談

お知らせ

夏
の
再
生
品
提
供
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開催案内

転
倒
・
寝
た
き
り
教
室

注意喚起

バ
ス
車
内
事
故
に

　
ご
注
意
く
だ
さ
い
　

広告

か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｕ
Ｒ

Ｌ
：http:// syougakukai.

w
ixsite.com

/aom
ori-ryo

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

　
〒
０
３
０

－

８
５
４
０　
青
森

市
長
島
一
丁
目
１

－
１（
公
財
）

　
青
森
県
育
英
奨
学
会
（
青
森
県

教
育
委
員
会
教
職
員
課
内
）

　
☎
０
１
７・７
３
４・９
８
７
９

健
康
に
つ
い
て
の
講
話
な
ど

募
集
定
員　
な
し

参
加
料　
８
０
０
円
／
人

　
　
　
　
（
保
険
料
等
）

申
込
み
・
問
合
せ

　
名
川
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
７
８
・
76
・
３
３
１
０

　
足
腰
を
鍛
え
て
寝
た
き
り
の
原

因
と
な
り
や
す
い
「
転
倒
」
に
よ

る
骨
折
を
予
防
す
る
こ
と
を
目
的

に
、簡
単
で
楽
し
い
運
動
を
実
践・

紹
介
し
ま
す
。

実
施
期
間

第
１
回
～
第
６
回

　
９
月
10
日
～
10
月
15
日

　
（
毎
週
火
曜
日
）

第
７
回

　
10
月
23
日
（
水
）

第
８
回
～
第
12
回

　
10
月
29
日
～
11
月
26
日

　
（
毎
週
火
曜
日
）

場
所　
福
寿
館　
ホ
ー
ル

時
間　
10
時
～
11
時
30
分 

対
象　
南
部
町
在
住
で
、
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
な

い
、
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
方

※
医
師
か
ら
運
動
制
限
を
受
け
て

い
る
場
合
や
、
要
介
護
認
定
を

受
け
た
方
は
参
加
で
き
ま
せ

ん
。

内
容　
参
加
者
の
運
動
レ
ベ
ル
に

応
じ
た
運
動
指
導
、
血
圧
・
体

重
・
体
脂
肪
・
体
組
成
・
骨
密

度
測
定
、
体
の
バ
ラ
ン
ス
や
足

腰
を
鍛
え
る
た
め
の
運
動
、
脚

力
測
定
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

入
寮
資
格　
保
護
者
が
青
森
県
民

で
東
京
都
ま
た
は
そ
の
近
郊
の

大
学
、
専
修
学
校
等
に
在
学
、

又
は
入
学
見
込
み
の
男
子
学
生

場
所　
東
京
都
小
平
市
鈴
木
町

　
　
　
一
丁
目
１
０
３

－

１

部
屋・設
備　
個
室（
ベ
ッ
ド
、机
、

エ
ア
コ
ン
等
備
付
け
）

経
費　
入
寮
費
年
額
３
万
円
、
寮

費
月
額
３
万
円
、
食
費
１
食

４
５
０
円
（
平
日
の
夕
食
の
み

希
望
制
）、
電
気
料
金
実
費

申
込
み
方
法
等　

詳
細
は
以
下

に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

業
務
内
容
　
製
袋
機
の
操
作
・
製

品
検
品

募
集
人
員
　
２
人

雇
用
形
態　
時
給
制
・
契
約
社
員

　
（
更
新
あ
り
、
原
則
更
新
）

就
業
時
間　
８
時
30
分
～
17
時
30

分
（
休
憩
１
時
間
）

休
日　
土
・
日
祝
日
他
（
年
間
休

日
１
０
６
日
）

保
険　
社
会
労
働
保
険
完
備

問
合
せ
・
申
込
み
　

　

履
歴
書
（
写
真
添
付
）、
職
務

経
歴
書
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
紹
介
状

を
次
の
住
所
ま
で
ご
送
付
く
だ
さ

い
。

　
〒
０
３
１

－

０
０
７
１

　
八
戸
市
沼
館
1
丁
目
15
番
９
号

　
三
信
包
装
（
株
）
管
理
部

　
☎
０
１
７
８
・
43
・
６
６
５
１

募集案内

県
学
生
寮 

入
学
生
募
集

求人案内

三
信
包
装
従
業
員
募
集

（
誘
致
企
業
）

　
走
行
中
に
席
を
離
れ
る
と
、
転

倒
な
ど
思
わ
ぬ
け
が
を
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
降
車
の
際
は
、
バ

ス
が
停
留
所
に
着
い
て
扉
が
開
い

て
か
ら
席
を
お
立
ち
願
い
ま
す
。

　
ま
た
、
バ
ス
は
安
全
運
転
を
心

が
け
て
い
ま
す
が
、
や
む
を
得
ず

急
ブ
レ
ー
キ
を
掛
け
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
満
席
の
た
め
、
お
立
ち

に
な
っ
て
ご
利
用
い
た
だ
く
場
合

は
、
吊
革
や
握
り
棒
に
し
っ
か
り

つ
か
ま
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
バ
ス
の
車
内
事
故
防
止
に
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
合
せ

　
（
公
社
）
青
森
県
バ
ス
協
会

　
☎
０
１
７・７
３
９・０
５
７
１
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交
通
事
故
な
ど
の
第
三
者
行
為

に
よ
る
行
為
で
病
気
や
け
が
を

し
、
国
民
健
康
保
険
証
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
者
証
な
ど
を
使
っ

て
治
療
を
受
け
る
場
合
は
、
必
ず

　
個
人
事
業
税
は
、物
品
販
売
業
、

請
負
業
、不
動
産
貸
付
業
、医
業
、

理
容
業
な
ど
の
事
業
を
営
む
個
人

の
方
に
前
年
の
所
得
を
も
と
に
課

税
さ
れ
る
税
金
で
す
。

　
８
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
る
納
税

通
知
書
に
よ
り
、
原
則
と
し
て
８

月
と
11
月
の
二
期
に
分
け
て
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
今
年
度
の
第
一
期
分
の
納
期
限

は
９
月
２
日
（
月
）
で
す
。
期

限
ま
で
に
お
近
く
の
金
融
機
関

や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な

ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
に
「
個
人
事

業
税
」
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
三
八
地
域
県
民
局
県
税
部　

　
課
税
第
一
課

　
☎
０
１
７
８
・
27
・
５
１
１
１

お知らせ

個
人
事
業
税
に
つ
い
て

役
場
窓
口
へ
「
第
三
者
行
為
に
よ

る
傷
病
届
」
の
提
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。（
保
険
会
社
に
よ
る
代
理

届
出
も
可
能
）

　
届
出
を
す
る
こ
と
で
保
険
証
を

使
う
こ
と
が
で
き
、自
己
負
担
（
３

割
な
ど
）
以
外
の
医
療
費
は
、
医

療
機
関
か
ら
保
険
者
に
請
求
さ

れ
、
保
険
者
が
加
害
者
に
代
わ
っ

て
い
っ
た
ん
立
て
替
え
て
支
払
い
、

後
日
、
加
害
者
へ
請
求
し
ま
す
。

★
第
三
者
行
為
と
は

　
負
傷
原
因
が
、
交
通
事
故
（
自

動
車
、
バ
イ
ク
、
自
転
車
）、
暴

力
行
為
な
ど
の
第
三
者
に
よ
る
も

の
で
す
。

【
注
意
点
】
次
の
場
合
は
、
保
険

証
を
使
う
事
が
で
き
ま
せ
ん
。

・
加
害
者
か
ら
す
で
に
治
療
費
を

受
け
取
っ
て
い
る
（
示
談
済
な

ど
）
場
合
。

・
仕
事
中
の
交
通
事
故
や
怪
我
な

ど
の
労
災
保
険
が
適
用
さ
れ
る

場
合
。

問
合
せ
　

　
健
康
福
祉
課（
健
康
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
０
１
７
８
・
76
・
３
３
２
３

　
放
送
大
学
で
は
、
令
和
元
年
10

月
入
学
生
の
学
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の

放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学

で
す
。

　
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世

代
、職
業
の
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

出
願
期
限　
９
月
20
日
（
金
）

　
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
出
願

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。）

　
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　

▽
放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
７
２

－

38

－

０
５
０
０

▽
八
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス　

　
☎
０
１
７
８

－

70

－

１
６
６
３

放
送
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お知らせ

第
三
者
行
為
に
よ
る
被
害

の
届
出
に
つ
い
て

募集案内

放
送
大
学
10
月
生
募
集

♨福田温泉♨山あいの隠れ湯♨福田温泉♨山あいの隠れ湯

８月（お盆期間）の営業時間

11
日

10
土

15
木

14
水

13
火

12
月

朝7時～夜22時まで営業！

電話０１７８－８４－３８８１
＊16日（金）は午後16：30からの営業

通常4500円がなんと４０００円で販売
8/10～17日まで入浴回数券の特売

広告

・ご予約はお早めに

・来年度は 1袋￥150（税込）となります

（R45）
至八戸 至久慈

当社

パチンコ店町役場

広告

8月22日（木曜日）

認定補聴器技能者がサポートします

｢聞こえにくさ｣を感じたら､
　　　　　　まずはご相談を！

認定補聴器専門店
メガネショップナカムラ
三戸町八日町33  0179（23）5433

広告
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＜ごみ処理＞
　八戸清掃工場では可燃ごみを、八戸リサイクルプラザでは不燃ごみ、粗大ごみおよび資源ごみを処理
しています。また、八戸リサイクルプラザでは家具などの再生品を提供したり、廃油からの石鹸作りな
どのリサイクル体験も行っています。

＜し尿処理＞
　八戸環境クリーンセンターでは、し尿・浄化槽汚泥の効率的、安定的な処理を行い、公共用水域の水
質保全と快適な生活環境の保全に努めています。

問合せ　▶八戸清掃工場　☎ 0178 － 27 － 1351　▶八戸リサイクルプラザ　☎ 0178 － 70 － 2396 
　　　　▶八戸環境クリーンセンター　☎ 0178 － 28 － 1919

八戸地域広域市町村圏事務組合からのお知らせ
ごみ・し尿の処理状況　（処理対象地域：八戸市、南部町の旧福地村地域、階上町）

　　　　　
ごみ処理量（ｔ）

可燃ごみ 不燃ごみ、粗大ごみ、資源ごみ
地域名 H29 年度 H30 年度 H29 年度 H30 年度
八戸市 68,052 67,233 13,156 13,049

南部町旧福地村地域 1,203 1,207 288 298
階上町 3,048 3,085 737 739

計 72,303 71,525 14,181 14,086

　　　　
し尿処理量（kL）

し尿 浄化槽汚泥 
地域名 H29 年度 H30 年度 H29 年度 H30 年度
八戸市 31,421 30,483 52,570 52,329

南部町旧福地村地域 550 538 2,779 2,818
階上町 2,637 2,579 5,068 4,687

計 34,608 33,600 60,417 59,834

　達者村づくり委員会では、町内の巨木・巨樹・銘木の調査を行い、マップを制作します。
巨木・巨樹・銘木に心当たりのある方は、ぜひ情報提供をお願いします。
　情報提供をいただいた方には、粗品を差し上げます。（９月末までに情報提供お願いします。）

★すでに県・町の指定及び達者村百景に登録済みの下記①～⑲の樹木を除く情報の提供をお願いします。
　　①天狗杉（大向）　②爺杉（法光寺）　③千本松（法光寺）　④三光寺いちょう（小向）　⑤正寿寺おんこ（小向）

⑥赤石けやき（赤石）　⑦しだれ栗（相内）　⑧夫婦杉（小向）　⑨八幡大杉（小向）　⑩トピコの木（高瀬）　
　　⑪伊勢沢の笠松（剣吉）　⑫山神の松（剣吉）　⑬中央公民館前の大いちょう（平）　⑭鳥谷妻神地区の古木

（鳥谷）　⑮千本杉（苫米地）　⑯御嶽神社本殿脇にある古木（苫米地）　⑰八幡宮境内にある古木（小泉）　
　　⑱福田地区にあるいちょうの木（福田）　⑲杉沢中学校校庭にある桜の木（杉沢）

※巨木とは ･･･ 地上高 1 ｍ 30ｃｍ部分の幹周りが３ｍ以上の樹木。
※巨樹とは ･･･ 高さ５ｍ以上の樹木。
※銘木とは ･･･ 太さや大きさではなく、古さや珍しさ美しさなどが秀でていて、希少価値の高い樹木を指します。

連絡・問合せ先　交流推進課（本庁舎）　TEL：0178 － 84 － 2123　FAX：0178 － 84 － 2592

大きな木 見いつけた　 巨木・巨樹・銘木の情報提供を
お願いします
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町営市場の販売状況（令和１年６月16日〜令和１年７月15日）

品　名 販売数量（㎏） 売上額（千円） キロ単価（円） 前年単価（円） 

サトウ錦（サクランボ） 27,638 37,161 1,345 1,036
ジャンボ錦（サクランボ） 1,512 1,321 874 609
南陽（サクランボ） 848 1,247 1,470 1,369
紅秀峰（サクランボ） 9,545 16,333 1,711 1,689
サミット（サクランボ） 3,457 4,192 1,213 878
豊後（梅） 321,614 59,302 184 138
八助（アンズ） 270,906 50,649 187 167
大実（アンズ） 8,946 1,320 148 161
山形３号（アンズ） 27,406 4,491 164 143
大石（プラム） 39,139 9,746 249 229
大　根 19,980 1,220 61 76
長　芋 39,690 8,408 212 194
にんにく 1,616 1,645 1,018 1,376
生にんにく 5,093 3,938 773 987
ねぎ 6,031 1,731 287 300
きゅうり 17,031 5,036 296 306
トマト 14,425 3,439 238 226
さやいんげん 1,287 998 776 653
スナップえんどう 1,309 902 689 638

　大きな果肉をまとい、園地で輝くハート型が目
を引くジュノハート。見るからに縁起が良さそう
だと思いながら、取材先で１粒試食させていただ
いた１週間後、自動販売機でジュースを買って、
数年ぶりに “ 当たり ” が出ました！名前の由来、
家庭を守る女神「ジュノ」からの贈り物だと感謝
しながら、喉を潤しました。【K】

編集後記

　都合により日時が変更となる場合があります
ので、ご来院の際はお問い合わせください。

南部町医療センターからの
お知らせ ☎0178−76−2001

青森労災病院医師の診療日

▲

8 月 5 日（月）　13 時～▲

8 月 13 日（火）　13 時～▲

8 月 19 日（月）　13 時～▲

8 月 27 日（火）　13 時～

泌尿器科 要予約

▲

8 月 14 日（水）　13 時～▲

8 月 28 日（水）　13 時～

眼科　 受付　　 13 時 15 分まで
初診者は 13 時まで

▲

8 月 23 日（金）　受付 14 時～ 14 時 20 分
先天性股関節脱臼検診の実施日

●今月の休場日
　８月４日（日）、７日（水）、11日（日）、14日（水）、15日（木）、16日（金）、
　　　18日（日）、21日（水）、25日（日）、28日（水）
　９月１日（日）、４日（水）、８日（日）、11日（水）、15日（日）、16日（月）、
　　　22日（日）、23日（月）、29日（日）

　気象・イベント情報や災害などの有事の
際に、町からのお知らせを「防災行政無線」
でお知らせしています。

　もし防災行政無線を聴き逃した場合は

で放送内容を聞き直すことができます。

問合せ　総務課（本庁舎）
　　　　☎ 0178 － 84 － 2111

防災行政無線を聴き直せます

通話料無料　☎ 0800 － 800 － 2622

消防からのお知らせ

※こんろ等の火を使用する設備または器具に、防火上有効な措置
（調理油過熱防止装置、自動消火装置等）が講じられている場

合は、消火器の設置義務が免除されます。

　消防職員が事前に電話または訪問して説明を行う予
定です。詳細については最寄りの消防署、消防本部予
防課までお問い合わせください。

問合せ　▶八戸消防本部予防課　　☎ 0178－ 44－2133
　　　　▶三戸消防署　　　　　　☎ 0179 － 22 －1140
　　　　▶三戸消防署名川分署　　☎ 0178－ 76 －2416
　　　　▶三戸消防署福地分遣所　☎ 0178－ 84 －2103

　平成 28 年に新潟県糸井川市で発生した大規模火災
を教訓として、消防法令が改正され 10 月 1 日から、
火を使用する設備または器具を設けた飲食店等には、
面積に関係なく新たに消火器の設置が必要となりま
す。

飲食店に消火器の設置が義務化されます

　気軽に楽しめる花火も、取扱いを間違うと火事や火
傷などの事故につながりかねません。使用方法やマ
ナーを守って安全に楽しみましょう。

花火や火遊びによる火災に注意！
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第 57号

発行・編集

議会広報編集委員会

　第 86 回南部町議会定例会が、5 月 31 日から 6 月 5 日までの６日間開催され、報告８件、議案 11 件の
審議を行いました。（詳細は、24 ～ 26 ページに記載。）
　平成 30 年度の決算を審査する第 88 回定例会が、９月２日に開会する予定ですので、傍聴にお越しくだ
さい。なお、傍聴席には限りがありますので、議会事務局（☎0178-84-2124）までお問い合わせください。

▽ ６月定例会の主な議案（24㌻～25㌻）
▽ 議案に対する主な質疑（26㌻）
▽ 一般質問

▽ 　
▽ 　

　⇒ 農村地域環境整備の方針は？学校統廃合の取り組みは？（27㌻）

　⇒ 散歩ルートなどの安全対策は？

　　 運転免許証返納後の優遇措置の周知方法は？（28㌻）

　⇒ 馬淵川水系河川整備基本方針に対する町の考えは？（29㌻）

　⇒ 町道維持管理の現状は？（29㌻）

　⇒ 農家民泊体験事業の現状及び課題は？（30㌻）

第86回定例会の様子。南部町役場では、５月15日からクールビズを実施しております。第86回定例会の様子。南部町役場では、５月15日からクールビズを実施しております。

なんぶ
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　◉ 主な議案（第 86回定例会）
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　◉ 主な議案（第 86回定例会）

なんぶ議会だより
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一
部
５
６
５
７
万
４
千

円
、
地
域
密
着
型
施
設
整

備
事
業
費
の
全
額
６
９
５

８
万
９
千
円
、
葬
祭
場
整

備
事
業
費
負
担
金
の
一
部

２
５
２
１
万
６
千
円
、
道

路
整
備
事
業
費
の
一
部
３

千
万
円
、
宅
地
造
成
事
業

費
の
全
額
１
億
３
６
０
０

万
円
を
令
和
元
年
度
に
繰

り
越
す
も
の
。

■
一
般
財
団
法
人
南
部
町
健

康
増
進
公
社
の
経
営
状
況

▽　

地
方
自
治
法
の
規
定
に

よ
り
、
南
部
町
健
康
増
進

公
社
（
バ
ー
デ
パ
ー
ク
）

の
経
営
状
況
の
報
告
を

行
っ
た
。

■
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
和

解
す
る
こ
と
に
つ
い
て

▽　

地
方
税
法
等
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
軽
自
動
車
税

の
グ
リ
ー
ン
化
特
例
の
改

正
及
び
個
人
住
民
税
に
お

け
る
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の

拡
充
な
ど
、
所
要
の
改
正

を
行
っ
た
。

■
南
部
町
過
疎
地
域
に
お
け

る
固
定
資
産
税
の
特
別
措

置
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

▽　

過
疎
地
域
自
立
促
進
特

別
措
置
法
第
31
条
の
地
方

税
の
課
税
免
除
又
は
不
均

一
課
税
に
伴
う
措
置
が
適

用
さ
れ
る
場
合
等
を
定
め

る
省
令
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
適
用
期
限
を
令
和
３

年
３
月
31
日
ま
で
延
長
す

る
た
め
、
所
要
の
改
正
を

行
っ
た
。

■
南
部
町
承
認
地
域
経
済
牽

引
事
業
の
た
め
に
設
置
さ

れ
る
施
設
に
係
る
固
定
資

産
税
の
特
別
措
置
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

▽　

地
域
経
済
牽
引
事
業
の

促
進
に
よ
る
地
域
の
成
長

発
展
の
基
盤
強
化
に
関
す

る
法
律
第
25
条
の
地
方
公

■
工
事
請
負
契
約
の
一
部
を

変
更
す
る
契
約
の
締
結

（
中
央
公
民
館
他
解
体
工

事
）

▽　

屋
上
防
水
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
の
分
別
方
法
変
更
な
ど

に
よ
る
工
事
費
の
増
額
の

た
め
、
請
負
代
金
７
４
８

２
万
４
５
６
０
円
に
、
２

４
４
万
９
４
４
０
円
を
追

加
す
る
も
の
。

【
契
約
の
相
手
】

　

株
式
会
社
大
山
建
工　

代

表
取
締
役　

大
山
重
則

■
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
７
号
）

▽　

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

の
増
額
に
伴
い
、
返
礼
品

に
要
す
る
経
費
及
び
地
域

振
興
基
金
積
立
額
を
増
額

す
る
た
め
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
１
９
３
７
万

７
千
円
を
追
加
し
、
総
額

を
１
０
５
億
２
２
０
２
万

９
千
円
と
す
る
も
の
。

■
南
部
町
町
税
条
例
等
の
一

部
改
正

専
決
処
分

▽　

令
和
元
年
５
月
６
日
に

発
生
し
た
物
損
事
故
に
つ

い
て
、
損
害
賠
償
の
額
を

定
め
和
解
し
た
。

■
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

（
福
地
・
南
部
地
区
中
学

校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
機

器
）

▽　

福
地
・
南
部
地
区
の
中

学
校
３
校
で
使
用
す
る
Ｐ

Ｃ
サ
ー
バ
３
台
、
職
員
室

■
字
の
区
域
の
変
更

▽　

チ
ェ
リ
ー
タ
ウ
ン
桜
場

分
譲
地
内
の
「
剣
吉
字
堰

合
の
一
部
」
を
「
剣
吉
字

桜
場
」に
編
入
す
る
も
の
。

そ
の
他

契
　
約

↑現在の福地中学校コンピュータ室の様子。
　福地中学校には 39 台のタブレットが導入される。
　普通教室に持ち出して使用することも可能となり、従来
よりも幅広い活用が期待される。

用
パ
ソ
コ
ン
65
台
、
パ
ソ

コ
ン
教
室
用
タ
ブ
レ
ッ
ト

92
台
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
３
台
、

モ
ノ
ク
ロ
レ
ー
ザ
ー
プ
リ

ン
タ
ー
２
台
、
カ
ラ
ー

レ
ー
ザ
ー
プ
リ
ン
タ
ー
２

台
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
機
器
６

個
を
購
入
す
る
も
の
。

【
売
買
代
金
】

　

３
２
４
５
万
円

【
契
約
の
相
手
】

　

株
式
会
社
サ
ン
・
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ　

代
表
取
締
役

　

三
浦
克
之

　４月からチェリータウン桜場の宅地
分譲の予約受付を行っています。
　７月 22 日現在、40 区画のうち、
28 区画が予約済みとなっています。
詳しくは、チェリータウン桜場特設
ホームページをご確認ください。
https://www.cherry-town-nanbu.jp/

チェリータウン桜場～分譲の予約状況～
分譲価格
年代 ㎡単価 坪単価

40 歳未満 1,500 円 4,950 円
40 代 3,000 円 9,900 円
50 代 7,000 円 23,100 円

60 歳以上 13,000 円 42,900 円
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■
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

【
問
】　

達
者
村
巨
木
・
巨
樹
・

銘
木
調
査
、
マ
ッ
プ
制
作

業
務
の
内
容
は
。

西
野
耕
太
郎　

議
員

【
交
流
推
進
課
長
答
弁
】

　
　

町
内
の
巨
木
・
巨
樹
・

銘
木
を
観
光
資
源
と
し
て

活
用
す
る
た
め
、
す
で
に

登
録
済
み
の
も
の
と
、
こ

れ
か
ら
新
規
に
調
査
し
た

も
の
を
掲
載
し
た
案
内

マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
も

の
。

■
令
和
元
年
度
農
林
漁
業
体

験
実
習
館
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

【
問
】　

軽
減
税
率
対
応
レ
ジ

ス
タ
ー
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
化
に
対
応
し
て
い
る

の
か
。ま
た
、キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
化
の
対
応
方
法
を
考

え
て
い
る
の
か
。

山
田
賢
司　

議
員

【
商
工
観
光
課
長
答
弁
】

　
　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に

は
対
応
し
て
い
な
い
。

　
　

現
在
、
Ｐ
ａ
ｙ
の
導

入
を
進
め
て
い
る
。
職

員
研
修
な
ど
を
通
し
て
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に
対

応
で
き
る
体
制
を
と
っ
て

い
く
。

■
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
和

解
す
る
こ
と
に
つ
い
て

【
問
】　

損
害
賠
償
の
過
失
割

合
は
ど
の
よ
う
に
決
定
さ

れ
て
い
る
の
か
。

工
藤
正
孝　

議
員

【
総
務
課
長
答
弁
】

　
　

天
候
等
、
事
例
ご
と
に

過
失
割
合
は
異
な
る
。
全

国
町
村
会
総
合
賠
償
補
償

保
険
に
加
入
し
て
お
り
、

一
定
の
基
準
に
従
っ
て
、

当
事
者
と
話
し
合
い
を
行

い
、
過
失
割
合
を
決
定
し

て
い
る
。

■
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

（
福
地
・
南
部
地
区
中
学

校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
機

器
）

【
問
】　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な

ど
の
更
新
は
、
10
年
を
目

途
に
計
画
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
古
い
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
処
分
は
、

ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

無
償
譲
渡
や
再
利
用
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

夏
堀
文
孝　

議
員

【
学
務
課
長
答
弁
】

　
　

導
入
か
ら
10
年
が
経
過

し
、
故
障
や
、
新
し
い
ソ

フ
ト
が
使
用
で
き
な
い
状

況
が
発
生
し
て
い
る
。
更

新
に
つ
い
て
は
、
名
川
地

区
、
福
地
・
南
部
地
区
小

学
校
、
今
回
の
福
地
・
南

部
地
区
中
学
校
と
３
つ
に

分
け
行
っ
て
い
る
。

　
　

古
い
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
は
、
再

利
用
可
能
な
た
め
使
用
す

る
。
他
の
部
分
に
つ
い
て

は
、
再
利
用
の
方
法
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
て
い

く
。

　◉ 議案に対する主な質疑（第 86回定例会）

◉ 
議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑
●
本
会
議

「杉沢中学校校庭にある桜の木」
巨木・巨樹・銘木を観光資源に活かすため、マップを
作成する。

議会用語辞典　

…　議員が、町の行政全般にわたり、事務の執行
状況や将来に対する方針などについて質問する
こと。

　　一般質問は、定例会で行われ、臨時会ではで
きません。南部町議会では、質問時間を答弁を
含めて 60 分以内としています。

…　議会が、町の事務に関する調査や議案などの
審査を行うため、常に設置されている委員会の
こと。
　　南部町議会では、「総務企画」、「産業建設」、「教
育民生」の３つの常任委員会が設置されていま
す。

…　議会の議決または決定すべきことについて、
町長が議会に代わって処分すること。

　　議会を招集する時間的余裕がないときに行う
ものと、議会の議決によりあらかじめ指定した
ものとがあります。

…　常に設置されている常任委員会に対し、必要
のある場合や特定のことを審査するために設置
される委員会のこと。
　　予算特別委員会や決算特別委員会などがあり
ます。
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　◉ 一　般　質　問

質　

問　

中
山
間
地
域
総
合

整
備
事
業
を
活
用
し
た
お
か

げ
で
、
農
道
整
備
、
集
落
道

整
備
、
用
排
水
路
整
備
、
農

業
集
落
防
災
安
全
施
設
整
備

な
ど
が
、
町
内
20
地
域
で
進

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
事
業

に
つ
い
て
、
次
の
質
問
を
す

る
。

　

現
在
進
め
て
い
る
県
営
中

山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
の

完
了
時
期
を
迎
え
る
に
当
た

り
、
同
種
の
事
業
計
画
の
検

討
、
ま
た
、
整
備
方
針
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

　

新
た
に
県
営
中
山
間
地
域

総
合
整
備
事
業
を
実
施
す
る

に
は
、
地
域
の
特
性
に
応
じ

た
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
、

生
活
環
境
の
整
備
な
ど
を
総

合
的
に
推
進
す
る
た
め
、
地

域
の
将
来
像
及
び
農
村
振
興

施
策
の
基
本
方
針
を
ま
と
め

た
農
村
振
興
基
本
計
画
、
及

び
農
業
農
村
整
備
事
業
管
理

計
画
の
策
定
が
必
要
と
な

る
。

　

事
業
完
了
後
、
農
業
農
村

整
備
の
重
要
度
や
費
用
対
効

果
、
財
政
状
況
、
そ
の
他
実

情
を
考
慮
し
た
上
で
、
町
に

と
っ
て
最
も
有
利
な
補
助
事

業
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、

地
域
住
民
の
意
向
を
十
分
参

考
に
し
て
、
計
画
を
策
定
し

て
い
き
た
い
。

教
育
長
答
弁　

平
成
30
年
度

に
、
町
内
の
幼
稚
園
、
保
育

園
、
小
学
校
、
中
学
校
に
通

う
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
を

対
象
に
、
学
校
再
編
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ

た
。（
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は

左
表
参
照
）

　

８
月
に
南
部
地
区
、
名
川

地
区
、
福
地
地
区
の
３
つ
の

地
区
で
地
区
懇
談
会
を
開

き
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
説

明
し
、
令
和
２
年
度
に
は
、

具
体
的
な
統
廃
合
計
画
を
策

定
す
る
た
め
、
検
討
準
備
委

員
会
（
仮
称
）
を
立
ち
上
げ
、

12
月
末
を
め
ど
に
方
向
性
を

示
し
た
い
。

町
長
答
弁　

県
営
中
山
間
地

域
総
合
整
備
事
業
は
、
平
成

22
年
度
に
事
業
採
択
さ
れ
、

令
和
２
年
度
を
完
了
目
標
年

度
と
し
、
農
業
用
排
水
路
１

路
線
、
農
道
14
路
線
、
集
落

道
４
路
線
、
防
犯
灯
２
地
区

の
４
工
種
を
整
備
し
て
い

る
。
し
か
し
、
町
内
の
農
村

地
域
の
環
境
整
備
は
ま
だ
十

分
で
は
な
く
、
さ
ら
な
る
整

備
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。 い

た
き
聞
が
こ
こ

!

一

般

質

問

中舘  文雄  議員

農
村
地
域

の
環
境
整

備
に
つ
い
て
、

今
後
の
検
討
方

針
は
。

問

地
域
住
民

の
意
向
を

参
考
に
、
計
画

を
策
定
し
て
い

く
。 答

学
校
統
廃

合
に
関
わ

る
今
後
の
取
り

組
み
は
。

問

委
員
会
を

立
ち
上
げ

統
廃
合
の
方
向

性
を
示
す
。

答

質　

問　

学
校
統
廃
合
の
問

題
に
対
し
、
調
査
・
検
討
を

今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま

れ
る
の
か
。

学校再編に関するアンケート調査結果

賛成意見
・学年が複数の学級で編制され、クラス替えができればよ
い。

・運動会、体育祭、学習発表会、文化祭など、学校行事が
盛んになる。

・少人数だと学校の活動が制限され、勉強や運動の競争心
に欠ける。ある程度の人数は必要である。　　　　など

反対意見
・児童生徒が多いと先生の負担も多く、広く浅い指導にな
る。

・通学が遠距離になり、通学が困難になる。
・伝統芸能を引き継ぐ場がなくなる。　　　　　　　など

小学校の統廃合

賛成
（64％）

反対
（36％）

中学校の統廃合

賛成
（42％）反対

（58％）

なんぶ議会だより
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　◉ 一　般　質　問

質　

問　

近
年
、
歩
行
者
な

ど
を
巻
き
込
む
事
故
が
増
加

し
、
滋
賀
県
大
津
市
で
は
、

信
号
待
ち
を
し
て
い
た
園
児

の
列
に
車
が
追
突
し
、
園
児

２
人
が
亡
く
な
り
、
14
人
が

重
軽
傷
を
負
う
と
い
う
悲
惨

な
事
故
が
発
生
し
た
。

　

南
部
町
で
は
、
幼
稚
園
や

保
育
園
な
ど
の
園
児
の
散
歩

ル
ー
ト
、
ま
た
、
医
療
機
関

や
商
業
施
設
周
辺
の
危
険
箇

所
の
把
握
、
安
全
対
策
、
住

民
へ
の
周
知
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
の
か
。

町
長
答
弁　

南
部
町
交
通
安

全
対
策
協
議
会
に
お
い
て
、

危
険
箇
所
の
把
握
と
交
通
安

全
情
報
の
共
有
を
図
っ
て
い

る
。

　

運
営
す
る
法
人
か
ら
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
幼
稚
園
で
は

施
設
の
敷
地
内
を
散
歩
し
て

い
る
。
保
育
園
で
は
、
施
設

の
周
辺
を
散
歩
し
て
お
り
、

散
歩
ル
ー
ト
の
設
定
は
、
職

員
会
議
な
ど
で
危
険
箇
所
を

確
認
し
、
安
全
な
ル
ー
ト
を

設
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
散

歩
の
際
は
、
園
児
の
列
の
前

後
と
中
間
に
職
員
を
配
置

し
、
安
全
に
十
分
注
意
を

払
っ
て
い
る
。

　

医
療
機
関
や
商
業
施
設
周

辺
の
危
険
箇
所
の
把
握
、
安

全
対
策
に
つ
い
て
は
、
南
部

町
長
答
弁　

高
齢
者
の
運
転

免
許
証
自
主
返
納
者
の
人
数

は
、
平
成
29
年
度
は
44
名

（
40
名
）、
平
成
30
年
度
は
31

名
（
27
名
）
と
な
っ
て
い
る
。

※
括
弧
内
の
人
数
は
、
優
遇

措
置
を
受
け
る
た
め
に
必
要

と
な
る
運
転
経
歴
証
明
書
を

申
請
さ
れ
た
人
数
。

　

高
齢
者
が
、
運
転
免
許
証

を
返
納
し
た
場
合
の
町
の
優

遇
措
置
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
広
報
誌
や
、
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る

ほ
か
、
町
内
の
窓
口
に
事
業

内
容
を
紹
介
す
る
チ
ラ
シ
を

設
置
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
県
内
の
各
警
察

署
の
窓
口
に
は
、
運
転
経
歴

証
明
書
を
提
示
し
た
場
合

に
、
割
引
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
店
舗
な
ど
を
掲

載
し
た
運
転
免
許
自
主
返
納

者
支
援
協
賛
店
一
覧
表
の
冊

子
が
置
か
れ
て
い
る
。
そ
の

中
で
、
南
部
町
の
優
遇
制
度

（
左
部
参
照
）
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
に
は
、
三
戸
地

区
交
通
安
全
協
会
の
支
部
が

開
催
し
て
い
る
高
齢
者
交
通

安
全
教
室
で
事
業
の
周
知
を

行
っ
て
い
る
。

町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
に

よ
り
町
全
域
の
危
険
箇
所
の

把
握
に
努
め
て
い
る
た
め
、

特
別
に
医
療
機
関
や
商
業
施

設
に
つ
い
て
の
危
険
箇
所
の

調
査
、
点
検
な
ど
は
実
施
し

て
い
な
い
。

　

住
民
へ
の
周
知
に
つ
い
て

は
、
交
通
事
故
の
多
発
す
る

場
所
や
危
険
箇
所
に
、
注
意

喚
起
の
看
板
や
の
ぼ
り
旗
な

ど
を
設
置
し
て
い
る
。ま
た
、

必
要
に
応
じ
て
三
戸
警
察
署

や
交
通
安
全
関
係
団
体
な
ど

の
立
ち
会
い
の
下
、
地
域
住

民
の
代
表
者
が
現
地
に
集
ま

り
、
道
路
診
断
を
行
っ
て
い

る
。

　

三
戸
警
察
署
で
は
、
必
要

に
応
じ
て
危
険
箇
所
の
実
地

調
査
を
行
っ
て
い
る
。
地
域

交
通
安
全
推
進
委
員
や
駐
在

所
の
警
察
官
が
地
域
の
巡
回

を
実
施
し
、
戸
別
訪
問
に
よ

る
注
意
喚
起
や
駐
在
所
だ
よ

り
（
※
１
）
で
交
通
安
全
や

交
通
事
故
防
止
、
防
犯
に
つ

い
て
の
情
報
提
供
を
行
っ
て

い
る
。

　

三
戸
警
察
署
、
町
の
交
通

安
全
関
係
団
体
と
連
携
を
と

り
な
が
ら
、
町
内
の
危
険
箇

所
の
把
握
に
努
め
、
交
通
事

故
の
多
発
地
区
や
危
険
な
場

所
に
つ
い
て
、
南
部
町
交
通

安
全
対
策
協
議
会
で
検
討

し
、
引
き
続
き
交
通
安
全
対

策
を
講
じ
て
い
く
。

※
１
「
駐
在
所
だ
よ
り
」

は
、各
駐
在
所
が
発
行
し
、

行
政
員
配
布
の
際
に
、
各

世
帯
に
回
覧
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

質　

問　

高
齢
者
ド
ラ
イ

バ
ー
の
運
転
免
許
証
の
自
主

返
納
者
数
は
ど
の
く
ら
い

か
。

　

ま
た
、
運
転
免
許
証
返
納

後
の
優
遇
制
度
、
サ
ポ
ー
ト

体
制
の
周
知
は
ど
の
よ
う
に

実
施
し
て
い
る
の
か
。

１．運転経歴証明書発行手数料（1,100 円）の補助
２．「多目的バス」「なんぶ里バス」の無料乗車
３．「達者村宅配サービス」年会費（1,000 円）の補助
※対象者などの詳細は南部町ホームページをご覧ください。
　南部町ＨＰ「運転免許自主返納の優遇制度について」
　http://www.town.aomori-nanbu.lg.jp/index.cfm/6,7979,23,134,html

松本  啓吾  議員

園
児
の
散

歩
ル
ー
ト

な
ど
の
危
険
個

所
の
把
握
、
安

全
対
策
、
周
知

の
方
法
は
。

問

三
戸
警
察

署
や
交
通

安
全
関
係
団
体

と
連
携
し
、
交

通
安
全
対
策
を

実
施
し
て
い

く
。

広
報
誌
や

ホ

ー

ム

ペ
ー
ジ
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
周

知
し
て
い
る
。

答

答

運
転
免
許

証
返
納
後

の
優
遇
制
度
の

周
知
方
法
は
。

問

運転免許証自主返納の優遇制度
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質　

問　

馬
淵
川
の
河
川
整

備
で
は
、
河
道
掘
削
、
堤
防

の
一
部
か
さ
上
げ
、
輪
中
堤

な
ど
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
が
、
住
宅
地
の
安
全
だ
け

で
な
く
、
農
地
に
つ
い
て
も

同
様
に
安
全
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
る
。

　

現
状
を
打
破
し
、
治
水
対

策
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め

に
、
馬
淵
川
水
系
河
川
整
備

基
本
方
針
を
変
更
し
て
も
ら

う
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
始

め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、

町
の
考
え
は
。

町
長
答
弁　

馬
淵
川
水
系
河

川
整
備
基
本
方
針
で
は
「
上

流
ダ
ム
群
及
び
遊
水
機
能
を

生
か
し
た
洪
水
調
節
に
よ
り

河
道
へ
の
負
担
を
軽
減
さ
せ

る
」
と
あ
る
。
こ
の
基
本
方

針
に
対
す
る
段
階
的
な
整
備

目
標
を
定
め
て
い
る
馬
淵
川

水
系
河
川
整
備
計
画
に
は
、

氾
濫
に
よ
る
家
屋
の
浸
水
被

害
防
止
に
加
え
、
中
流
部
の

大
規
模
な
農
地
に
つ
い
て
も

冠
水
頻
度
を
軽
減
し
、
被
害

の
軽
減
に
努
め
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
る
た
め
、
基
本

方
針
を
変
更
せ
ず
と
も
よ
い

と
考
え
て
い
る
。

き
く
、
職
員
や
作
業
員
で
は

作
業
で
き
な
い
も
の
に
つ
い

て
は
、
土
木
建
設
業
者
に
依

頼
し
対
応
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
町
で
は
町
内
の
環

境
美
化
の
推
進
を
図
る
た

め
、
町
道
の
草
刈
り
、
ご
み

拾
い
、
側
溝
清
掃
な
ど
の
町

道
清
掃
作
業
を
行
っ
た
行
政

区
に
対
し
、
１
年
に
１
回
報

奨
金
を
交
付
し
て
い
る
。

③
町
で
は
要
望
箇
所
に
つ
い

て
、
危
険
が
伴
う
緊
急
性
の

高
い
と
こ
ろ
か
ら
順
次
対
応

し
て
い
る
。（
過
去
３
年
間

町
長
答
弁　

①
毎
年
４
月
か

ら
11
月
ま
で
、
町
道
の
草
刈

り
、
枝
払
い
な
ど
の
道
路
維

持
管
理
作
業
を
行
う
作
業
員

と
し
て
、
臨
時
職
員
を
４
人

任
用
し
て
い
る
。
作
業
員
が

町
道
管
理
担
当
職
員
か
ら
の

指
示
の
下
、
日
常
的
に
維
持

管
理
作
業
を
実
施
し
、
作
業

日
報
で
作
業
実
績
を
確
認
し

て
い
る
。

②
作
業
員
が
町
道
管
理
担
当

職
員
か
ら
の
指
示
の
下
、
維

持
管
理
作
業
を
実
施
し
て
い

る
。
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
で
道

路
へ
の
倒
木
や
、
落
葉
に
よ

る
側
溝
の
詰
ま
り
な
ど
、
不

良
箇
所
を
発
見
し
た
場
合
、

職
員
が
行
え
る
も
の
は
速
や

か
に
除
去
作
業
を
行
っ
て
い

る
。
不
良
箇
所
の
程
度
が
大

の
維
持
修
繕
件
数
と
行
政
員

か
ら
の
要
望
件
数
は
左
表
参

照
）

　

常
時
安
全
に
通
行
で
き
る

道
路
環
境
を
維
持
す
る
た

め
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
毎

週
行
っ
て
お
り
、
町
道
の
不

良
箇
所
を
発
見
し
た
場
合
は

速
や
か
に
適
切
な
処
置
を
行

う
よ
う
に
し
て
い
る
。
行
政

員
や
地
域
住
民
の
方
々
か
ら

の
情
報
提
供
も
い
た
だ
き
な

が
ら
、
今
後
も
よ
り
一
層
、

良
好
な
状
態
に
保
つ
よ
う
に

努
め
て
い
く
。

　◉ 一　般　質　問

川守田  稔  議員

農
地
を
守

る
た
め
、

馬
淵
川
水
系
河

川
整
備
基
本
方

針
を
変
更
す
る

必
要
が
あ
る
と

思
う
が
、
町
の

考
え
は
。

問

質　

問　

地
域
住
民
の
高
齢

化
や
減
少
に
よ
り
、
従
来
の

よ
う
な
地
域
で
の
美
化
活
動

が
で
き
な
い
状
態
に
な
り
つ

つ
あ
る
た
め
、
今
後
の
町
道

維
持
管
理
に
つ
い
て
、
次
の

質
問
を
す
る
。

①
町
道
の
除
草
作
業
及
び
道

路
に
は
み
出
し
た
立
ち
木
な

ど
の
除
去
作
業
の
実
施
状
況

に
つ
い
て
。

②
路
肩
の
堆
積
土
砂
除
去
作

業
及
び
側
溝
に
た
ま
っ
た
落

葉
、
土
砂
、
ご
み
な
ど
の
除

去
作
業
の
実
施
状
況
に
つ
い

て
。

③
町
道
の
亀
裂
、
穴
ぼ
こ
、

ま
た
は
、
落
石
等
に
関
す
る

年
間
の
相
談
件
数
、
地
域
か

ら
上
が
っ
て
い
る
要
望
等
の

状
況
に
つ
い
て
。

坂本  典男  議員

町
道
維
持

管
理
の
現

状
は
。

問

基
本
方
針

を
変
更
す

る
必
要
は
な

い
。 答

行
政
員
、

地
域
住
民

と
協
力
し
な
が

ら
、
適
切
な
道

路
の
維
持
管
理

を
行
っ
て
い

く
。 答

道路維持作業を行う作業員

年　度 維持修繕件数 行政員からの
要望件数

平成 28年度 99 件 ４件

平成 29年度 80 件 ９件

平成 30年度 73 件 ５件
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　◉ 一　般　質　問

質　

問　

農
家
民
泊
体
験
事

業
の
現
状
及
び
課
題
、
こ
れ

か
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
次
の
質
問
を
す
る
。

①
平
成
30
年
度
に
受
け
入
れ

た
学
校
及
び
人
数
に
つ
い

て
。

②
農
家
民
泊
の
季
節
ご
と
の

受
け
入
れ
状
況
に
つ
い
て
。

③
農
家
民
泊
を
実
施
し
て
い

る
民
家
数
に
つ
い
て
。

④
年
間
を
通
じ
て
農
家
民
泊

の
受
け
入
れ
体
制
が
で
き
て

い
る
の
か
。

⑤
そ
の
他
、
現
状
に
お
い
て

の
課
題
に
つ
い
て
。

⑥
農
家
民
泊
を
さ
ら
に
増
や

し
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
。

町
長
答
弁　

①
平
成
30
年
度

に
受
け
入
れ
た
学
校
数
は
10

校
で
、
団
体
数
な
ど
は
９
団

体
あ
り
、
受
け
入
れ
た
人
数

は
８
１
４
人
と
な
っ
て
い

る
。

②
平
成
30
年
度
は
、
春
は
１

２
９
人
、
夏
は
３
７
５
人
、

秋
は
３
１
０
人
と
、
春
か
ら

秋
に
か
け
て
が
多
く
、
冬
の

受
け
入
れ
は
な
い
。

③
平
成
30
年
度
末
の
達
者
村

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
連
絡
協
議
会

の
会
員
数
は
28
人
と
な
っ
て

い
る
。

④
農
家
民
泊
体
験
で
は
、
受

け
入
れ
た
時
期
に
農
家
が
行

う
作
業
を
体
験
し
て
も
ら
う

た
め
、
年
間
で
の
受
け
入
れ

が
可
能
で
あ
る
。

⑤
受
入
農
家
の
高
齢
化
や
、

家
庭
の
事
情
に
よ
り
受
け
入

れ
を
や
め
る
、
ま
た
、
休
業

す
る
方
が
多
く
な
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
新
規
受
入

農
家
の
確
保
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

⑥
民
泊
事
業
者
の
拡
充
と
定

着
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て

い
る
「
民
泊
事
業
入
浴
施
設

利
用
料
補
助
金
」
及
び
「
民

泊
受
入
環
境
整
備
事
業
費
補

助
金
」
の
継
続
や
、
新
規
受

入
者
の
獲
得
に
つ
い
て
は
、

達
者
村
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
連
絡

協
議
会
会
員
の
方
々
か
ら
も

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
受
入

者
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

　

ま
た
、
農
家
民
泊
者
を
増

や
し
て
い
く
た
め
、
当
町
の

農
家
民
泊
の
魅
力
・
体
験
メ

ニ
ュ
ー
な
ど
の
発
信
に
努

め
、
学
校
や
旅
行
会
社
へ
の

訪
問
を
継
続
し
て
い
く
と
と

も
に
、
町
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

と
の
連
携
を
強
化
し
、
営
業

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

八木田  憲司 議員

農
家
民
泊

体
験
事
業

の
現
状
及
び
課

題
は
。

問

受
入
農
家

の
確
保
に

努
め
、
農
家
民

泊
を
増
や
し
て

い
く
。

答

１．農家民宿開業の条件
（１)農家または、農業体験を提供できる方。
（２)宿泊者が宿泊できる部屋及び寝具があること。
（３)宿泊者と一緒に調理すること。
（４)上水道であること。（井戸水の場合は、定期的な水質検査が必要です。）
（５)洗面所、お風呂があること。
　※簡易宿所営業の申請を行い、許可を受けることが必要となります。

２．各種補助金
（１)旅館業営業許可申請に係る費用（22,000 円）の補助
（２)民泊事業入浴施設利用料補助金
　▷民泊の受入日に宿泊者をチェリウス、また
は、バーデハウスで入浴させた場合に支払っ
た 15歳以上の入浴料の一部を補助。

　（１人につき 250 円）
（３)民泊受入環境整備事業費補助金
　▷布団一式や消火器など、受入環境の整備に
要する経費。（上限 20 万円。新規登録者 10
分の 10、既登録者３分の２。）

　▷受入用家屋の修繕に要する経費。工事対象
経費の 12.5％。（上限額 25万円。新規登録者
10分の 10、既登録者３分の２。）

３．問合せ
　　交流推進課　☎ 0178－84－2123
　　※開業についてのご相談をお寄せください。

農家民泊の概要及び受入数の推移

1,211人

平成26年度
0

300

600

900

1200

1500

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

1,318人

952人

1,253人

814人

農家民泊受入数の推移

↑農作業体験の様子。
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第
87
回
臨
時
会
に
は
、
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
財
産
の
取
得

な
ど
の
案
件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

主
な
議
案

防
ポ
ン
プ
自
動
車
Ｃ
Ｄ

－

Ⅰ
型
、
納
入
期
限
は
、
令

和
２
年
３
月
20
日
。

【
売
買
代
金
】

　

２
８
６
０
万
円

【
契
約
の
相
手
】

　

互
光
産
業
株
式
会
社　

代

表
取
締
役　

梅
内
利
哉

なんぶ議会だより

■
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
和

解
す
る
こ
と
に
つ
い
て

▽　

平
成
31
年
１
月
17
日
に

発
生
し
た
物
損
事
故
に
つ

い
て
、
損
害
賠
償
の
額
を

定
め
和
解
し
た
。

専
決
処
分

■
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

▽　

統
合
庁
舎
建
設
事
業
の

実
施
設
計
完
了
に
伴
い
、

地
盤
調
査
及
び
構
造
検
討

■
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

（
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
）

▽　

27
年
が
経
過
し
、
老
朽

化
し
た
福
地
第
９
分
団

（
麦
沢
地
区
）
の
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
を
更
新
・
配

備
す
る
た
め
、
購
入
す
る

も
の
。

　
　

購
入
す
る
車
両
は
、
消

に
よ
る
基
礎
寸
法
と
強
度

の
見
直
し
並
び
に
建
築
資

材
の
価
格
上
昇
等
の
た

め
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
５
２
９
２
万
５
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
１
１

１
億
９
３
９
３
万
７
千
円

と
す
る
も
の
。

予
　
算

契
　
約

購入予定と同型の消防車両

　

早
い
も
の
で
４
年
の
任
期
が

終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
私

達
、議
会
広
報
編
集
委
員
会
は
、

「
議
会
で
何
が
議
論
さ
れ
て
い

る
の
か
」「
議
員
は
ど
ん
な
活

動
を
し
て
い
る
の
か
」
少
し
で

も
町
民
の
皆
さ
ん
に
分
か
り
や

す
く
お
伝
え
出
来
る
よ
う
、
議

会
広
報
誌
の
レ
イ
ア
ウ
ト
や
掲

載
内
容
の
検
討
を
し
て
き
ま
し

た
。
議
会
の
内
容
を
広
報
誌
で

全
て
お
伝
え
す
る
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
が
、
議
会
と
し
て
も
、

工
夫
し
な
が
ら
「
伝
え
る
」
努

力
を
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
松
本
啓
吾
委
員　

記
）

議
会
広
報
編
集
委
員
会

委
員
長　

夏
堀
文
孝

副
委
員
長　

工
藤
幸
子

委　
　

員　

山
田
賢
司

坂
本
典
男

久
保
利
樹

松
本
啓
吾

　７月９日、議員は、田子町（タプコピアンプラザ）
で開催された連携中枢都市圏の形成に関する勉強会
に参加しました。
　勉強会では、総務省自治行政局市町村課課長補佐
の光永祐子氏が講師として招かれ、「今後の広域連
携のあり方について」と題した講演を行いました。
　光永氏は、人口減少と高齢化に対応するため、市
町村の区域を
超えた「生活
圏域」での連
携が必要であ
ると述べ、議
員は真剣な面
持ちで拝聴し
ました。

　７月 10日、議員は、青森市（リンクモア平安
閣市民ホール）で開催された県下町村議会議員研
修会に参加しました。
　研修会では、テレビなどで活躍されている政治
アナリストの伊藤惇夫氏が講師として招かれ、「今
後の政局・政治展望」と題した講演を行いました。
　伊藤氏は、参議院議員選挙の展望や選挙後の政
局について、
自己の保有す
る情報や経験
を踏まえた分
析を述べ、議
員は興味深く
耳を傾けまし
た。

連携中枢都市圏の形成に関する勉強会 県下町村議会議員研修会

　◉  主な議案（第 87回臨時会）、議会活動報告など

７
月
４
日

第
87
回

臨
時

南
部
町
議
会

会

議会広報編集委員会の様子。
４年間、議会だよりの編集を務めました。
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↑白熱のレースを展開した「なまず勝ち抜き競泳会」

　

７
月
13
、
14
日
の
２
日
間
、
南

部
町
ふ
れ
あ
い
公
園
で
、「
第
28
回

ジ
ャ
ッ
ク
ド
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
、

７
万
人
の
来
場
者
で
会
場
は
賑
わ
い

ま
し
た
。

　

人
気
お
笑
い
コ
ン
ビ
「
ド
ラ
ン
ク

ド
ラ
ゴ
ン
」
ら
が
出
演
し
た
大
爆
笑

お
笑
い
ラ
イ
ブ
で
は
、
ト
ー
ク
や

シ
ョ
ー
ト
コ
ン
ト
が
披
露
さ
れ
会
場

を
笑
い
に
包
ん
だ
ほ
か
、
地
元
の
ダ

ン
ス
ク
ラ
ブ
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
ア

イ
ド
ル
ユ
ニ
ッ
ト
が
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
を
盛
り
上
げ
、
観
客
を
魅
了
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
恒
例
の
な
ま
ず
勝
ち
抜
き

競
泳
会
や
白
神
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ

も
大
盛
況
。
梅
雨
空
の
心
配
を
吹
き

飛
ば
す
か
の
よ
う
な
、
ま
つ
り
の
盛

り
上
が
り
に
天
候
も
応
え
、「
花
火

大
会
」も
無
事
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
８
０
０
発
の
花
火
が
織
り
な
す

ア
ー
ト
に
、
会
場
を
埋
め
尽
く
す
観

客
か
ら
は
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

梅
雨
空
吹
き
飛
ば
す
賑
わ
い

「
ジ
ャ
ッ
ク
ド
ま
つ
り
」

↑五穀豊穣を祈願「名農豊穣太鼓」

↑和楽器と洋楽器を融合した音色を奏でる
「白神スペシャルライブ」

↑福地よさこいの会による華麗な舞
【町内外から７団体が参加した、「ふくち YOSAKOI 大会」】 ↑親子で楽しくカヤック体験 ↑ダンスバトル（あかね幼稚園）

↑地元アーティストによる、ステージライブ

↑コントで会場を沸かせた人気お笑いコンビ「ドランクドラゴン」


